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な傾向を把握した (表 1)。 
	 分析対象としたゲストハウスは，国内最大のバック
パッカーの為の総合情報集積サイトである「JAPAN 
BACKPACKERS LINK」において，調査時点(2013 年 9
月)に紹介されていた 200 件の宿泊施設から，営業を停
止しているものや前述のゲストハウスの定義にあては
まらないものを除いた 176 件とした。 
 




































toco.は株式会社Backpacker’s Japan が，築 90 年の古










バーラウンジ，toco.’s bar として開放されている。toco.’s 





















ジ toco.’s bar の利用者に対し，形式的面接法により


















写真 2	 toco.’s bar の様子 図 1 .台東区周辺の主な観光施設と調査対象としたゲストハウスの立地 
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163 件中 78 件と約半数であるが，イベントを実施して






















30 件，どちらにも該当するものが 8 件，イベントのみ





















30 名，非宿泊者からは 22 名からの回答が得られた。 
非宿泊者は男性が 17 人，女性が 13 人，宿泊者につ
いては男性が 12 人，女性が 10 人と，若干男性が多か
ったものの，性別に大きな偏りはみられなかった。年
代では，非宿泊者が 20 代で 14 人，30 代が 7 人で 40
代から 70 代までの各年代が２名ずつ，宿泊者は 20 代
が 15 人，30 代が 7 人であり，全体に 20〜30 代の利用
が大部分を占めるが，非宿泊者については幅広い年代
が利用していることが分かる(図 2)。 
職業では，宿泊者は会社員が 9 人，学生が 8 人とほ
ぼ同数，パート・アルバイトが 3 人であるのに対し，
非宿泊者は会社員と自営業合わせて 22 人，学生が 5
人と社会人の比率が高くなっている。(図 3) 
宿泊者の国籍は，日本人が 11 人，外国人が 11 人と
同数で，外国人の居住地はアメリカが 6 人，その他欧
米諸国が 2 人，韓国，台湾，香港がそれぞれ 1 人ずつ












図 2 toco.’s bar 利用の宿泊者・非宿泊者の年代 
 
図 3 toco.’s bar 利用の宿泊者・非宿泊者の職業 
 
非宿泊者の居住地は，台東区が 9 人，台東区を除く






2" 2" 2" 2"
0%" 20%" 40%" 60%" 80%" 100%"













    
- 64 -
用が最も多く 19 人，自転車が 9 人，徒歩が 4 人である
（図 4）。移動時間は 10 分以内が 11 人，10〜30 分未
満が 9 人，30 分以上１時間未満の 7 人と近隣からの利
用が多いが，1 時間以上も 3 人となっており，うち 1
人は週１回程度と比較的高頻度の利用であった。同行
者と来訪頻度では，一人での利用の 12 人はうち 10 名
が一ヶ月に１回以上の頻度で定期的に利用しているこ
とがわかる。友人と訪れた利用者は，定期的な来訪は，
週 2-３回が 2 人，月 1 回と年 5-6 回がそれぞれ 1 人と
一人での利用客に比べると少なく，一方で初めて利用
した 7 人はいずれも友人との同行であった（図 5）。 
 
図 4 toco.’s bar 利用の非宿泊者の居住地と交通手段 
 








ームページが 11 人中７人だが，外国人旅行者では 11































































































































は，知人の紹介が 17 人，SNS やネット等の口コミ情




























を１つだけ挙げた 5 人のうち，4 人が外国人観光客を
挙げている。一方で，宿のスタッフ，地元客，日本人
旅行者，外国人旅行者のすべてを交流対象としてあげ

















図 9 宿泊者が非宿泊者から得た情報とその後の行動 
 
バーラウンジで非宿泊と交流した答えた宿泊者は




































































































た非宿泊者は 2 人であり，SNS を通じて継続してやり
とりがあった宿泊者に，旅行の際に連絡を取り，地元
の観光案内を受けていた。 


























図 11 非宿泊者のバーラウンジ利用後の意識の変化 
観光客に対する意識としては，「普段から観光客を気














てはまる」が 13 人，「まああてはまる」が 3 人，「地域
周辺の歴史文化や観光情報に敏感になった」について
は，「あてはまる」7 人，「まああてはまる」が 4 人と
なっている。「地域に愛着や誇りを持つようになった」
にあてはまると回答した 13 人について，居住地をみる
と，台東区内の 9 人中 5 人，23 区内の 15 人中の 5 人，
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 In recently years, local government tends to regard the 
hospitality of inhabitants as a "soft" measures to promote the 
local tourism. This study aims to understand the role of 
guesthouses for community-based tourism from a viewpoint 
of exchange activities between tourists and local people.  
First of all, the facilities and programs to enhance exchange 
activities using information of their homepages categorized 
guesthouses in Japan. Secondary, we chose a guesthouse 
that offers occasion to enhance exchange activities between 
tourists and local peoples and conducted a questionnaire 
survey on attitude of the users and owners. Currently, there 
are few guesthouses that make a strong effort to enhance 
exchange activities between tourist and local people. From 
the case study, we found that tourist could have 
opportunities to go sightseeing with local people and have a 
time around the neighborhood of accommodation. On the 
other hand, local people could aware the value of the area as 
a tourism destination and improve their communication skill. 
Therefore, guesthouse could be an efficient and effective 
facility to make linkage between tourist and local 
community and nurture human resource for tourism in 
community and urban scale. 
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